
(57)【要約】

【課題】

　水中で使用すること等により水が浸透しても、皮膚が

白化現象を起こし難い皮膚貼付材を提供することを課題

とする。さらに、使用中の接着性なども良好で、フィッ

ト性・通気性が良好で、違和感が少ない皮膚貼付材を提

供することを課題とする。

【解決手段】　伸縮性を有する基材と粘着層を含む皮膚

貼付材において、略長方形の基材の長辺側に対して垂直

になるように、連続すじ状の粘着剤非塗布部分を設ける

ことによる。これにより粘着剤非塗布部分が排水溝及び

／又は通気孔としての役割を果たし、基材及び／又はパ

ッド部への吸水が抑制され、皮膚が白化現象を起こし難

くなる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
伸 縮 性 を 有 す る 基 材 と 粘 着 層 を 含 む 皮 膚 貼 付 材 に お い て 、 基 材 に 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 が 連
続 す じ 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 皮 膚 貼 付 材 。
【 請 求 項 ２ 】
皮 膚 貼 付 材 が 長 辺 と 短 辺 を 有 す る 形 状 か ら な り 、 該 皮 膚 貼 付 材 が 少 な く と も 長 辺 方 向 に 伸
縮 し 、 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 が 該 長 辺 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 設 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 皮 膚 貼 付 材 。
【 請 求 項 ３ 】
連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 が 、 0.5～ 1.5mm幅 の 直 線 又 は ウ ェ イ ブ 状 で あ り 、 そ の ピ
ッ チ が 2～ 5mm間 隔 で 設 け ら れ て な る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 。
【 請 求 項 ４ 】
伸 縮 性 を 有 す る 基 材 が 、 長 辺 方 向 の 50％ 伸 張 時 に お け る 伸 張 回 復 率 が 80％ 以 上 で あ り 、 引
張 強 度 が 10N/19mm幅 以 上 で あ る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 。
【 請 求 項 ５ 】
剥 離 紙 に 粘 着 剤 溶 液 を 塗 布 し 、 基 材 を 該 粘 着 剤 溶 液 を 塗 布 し た 剥 離 紙 と 貼 り 合 わ せ 、 櫛 状
刃 を 充 て て 移 動 さ せ 、 基 材 に 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 を 設 け る 工 程 を 含 む 請 求 項
１ ～ ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 伸 縮 性 を 有 す る 基 材 と 粘 着 層 を 含 む 皮 膚 貼 付 材 に 関 し 、 例 え ば 水 仕 事 の 後 に
取 り 替 え る こ と な く 継 続 し て 使 用 し て も 、 貼 付 部 分 の 皮 膚 の ふ や け （ 以 下 、 「 白 化 現 象 」
と も い う 。 ） が 軽 減 化 さ れ た 皮 膚 貼 付 材 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 皮 膚 貼 付 材 で あ る 救 急 絆 創 膏 や 粘 着 ド レ ッ シ ン グ 類 は 、 通 常 医 療 用 テ ー プ と し て 用 い ら
れ る 。 該 皮 膚 貼 付 材 は 、 基 材 と 皮 膚 貼 付 用 の 粘 着 層 か ら な る 粘 着 テ ー プ を 略 長 方 形 に 打 ち
抜 き 、 中 央 部 に ガ ー ゼ 等 か ら な る 当 て 材 （ パ ッ ド 部 ） を 設 け 、 更 に 剥 離 ラ イ ナ ー を 貼 り 合
わ せ 、 一 枚 ご と に 包 装 さ れ 市 販 さ れ て い る も の が 一 般 的 で あ る 。 こ れ ら の 医 療 用 テ ー プ は
人 体 に 貼 付 す る も の で あ る た め 、 そ の 基 材 と し て は 、 柔 軟 性 、 強 度 、 風 合 い 、 皮 膚 （ 患 部
） へ の 密 封 性 な ど の 問 題 を 考 慮 し て 選 択 さ れ て い る 。 パ ッ ド 部 は 、 創 傷 部 位 の 血 液 ・ 膿 を
吸 収 ・ 吸 液 す る た め の に 設 け る こ と が で き 、 素 材 と し て 、 レ ー ヨ ン 不 織 布 、 脱 脂 綿 、 ガ ー
ゼ 等 が 例 示 さ れ る 。
　 皮 膚 貼 付 材 で あ る 救 急 絆 創 膏 に つ い て は 、 既 に 一 般 に 使 用 さ れ て お り 、 各 種 工 夫 さ れ た
も の に つ い て 既 に 多 く の 開 示 が あ る （ 特 許 文 献 １ ～ ３ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 各 種 基 材 の 中 で も 通 気 性 及 び 伸 縮 性 を 有 す る 不 織 布 や 織 布 や 編 布 は 、 粘 着 ド レ ッ シ ン グ
や 救 急 絆 創 膏 な ど の 医 療 用 テ ー プ の 基 材 と し て 優 れ た 特 性 を 発 揮 す る こ と が で き る 。 最 近
で は 、 ポ リ ウ レ タ ン （ PU） 、 ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン － ス チ レ ン 共 重 合 体 （ S-I-S） 、 ス チ
レ ン － エ チ レ ン － ブ チ レ ン － ス チ レ ン 共 重 合 体 （ S-E-B-S） な ど の 伸 縮 性 と 通 気 性 を 備 え
た メ ル ト ブ ロ ー 法 に よ る 不 織 布 が 使 用 さ れ て い る 。 ま た 近 時 、 ポ リ エ ス テ ル 熱 可 塑 性 エ ラ
ス ト マ ー 等 を 用 い た ス パ ン ボ ン ド 法 に よ る 伸 縮 不 織 布 が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム を 芯 に し 、 こ れ を カ バ ー リ ン グ し て な る 伸 縮 糸 を 伸 び る 方 向 に 打 ち 込
ん だ ス パ ン デ ィ ッ ク ス 織 物 や 伸 び る 方 向 に 糸 を 強 撚 糸 を 打 ち 込 ん だ 強 撚 布 や ポ リ エ ス テ ル
糸 を 丸 編 機 で 編 み 込 ん だ 伸 縮 性 編 布 が 、 通 気 性 強 度 面 及 び 皮 膚 へ の フ ィ ッ ト 性 ・ 感 温 比 が
よ い 点 で 有 用 な 基 材 と し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 の 不 織 布 、 織 布 、 編 布 等 の 基 材 は 通 気 性 は あ る も の の 、 こ れ ら が 水 に 濡 れ た 場 合 は
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、 パ ッ ド 部 ま で 水 が 浸 入 し 、 水 を 吸 収 し た パ ッ ド 部 に は 水 分 の 逃 げ 道 が な く 、 パ ッ ド 部 分
に 接 触 し た 皮 膚 が ふ や け た 状 態 （ 白 化 現 象 ； マ セ レ ー シ ョ ン ） を 生 じ 、 余 計 に 皮 膚 刺 激 を
生 じ 、 皮 膚 の 損 傷 部 分 を さ ら に 傷 め か ね な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 般 に 皮 膚 貼 付 材 で あ る 救 急 絆 創 膏 は 、 軽 度 の 切 り 傷 ・ ス リ 傷 ・ サ シ 傷 ・ 創 傷 面 の 殺 菌
・ 消 毒 ・ 被 覆 な ど に 使 用 さ れ る が 、 例 え ば 水 仕 事 な ど 水 中 で 使 用 す る こ と 等 に よ り 救 急 絆
創 膏 が 濡 れ た 後 は 貼 り か え る の が 一 般 的 で あ る 。 こ れ は 、 水 中 で 使 用 す る こ と に よ る パ ッ
ド 部 分 へ の 水 浸 入 の 影 響 が 非 常 に 大 き い こ と に よ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 極 薄 の 20～ 30μ mポ リ ウ レ タ ン フ ィ ル ム 等 を 基 材 と す る フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ で も 、 指
関 節 な ど の 動 き が あ る 部 分 に 貼 付 し た と き に は 、 密 着 貼 付 さ れ て い な い 僅 か な 部 分 か ら 毛
細 管 現 象 的 に 水 が 浸 入 し て し ま う 。 一 旦 水 が 浸 入 す る と 、 パ ッ ド 部 で は 水 分 を 吸 水 し て し
ま う た め 、 本 来 損 傷 部 位 の 血 液 ・ 膿 な ど を 吸 収 す る こ と に 支 障 が 生 じ 、 パ ッ ド 部 位 に 接 触
す る 皮 膚 は 白 化 現 象 を 生 じ 、 そ の 影 響 に よ り 患 部 を さ ら に 悪 化 さ せ る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 傷 口 の 完 全 防 水 の た め に 、 極 薄 フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ を 使 用 す る 場 合 が あ る 。 こ の よ う
な 皮 膚 貼 付 材 は 、 皮 膚 に 密 着 さ せ て 貼 付 す れ ば 防 水 性 は 得 ら れ る 。 し か し 、 該 フ ィ ル ム は
非 通 気 性 で あ り 、 例 え ば 透 湿 性 は 300～ 800g/mm 2 、 24時 間 、 40℃ × 75RH％ 程 度 あ る も の の
、 使 用 性 や 扱 い が 難 し い 。 例 え ば 使 用 す る こ と の 多 い 指 先 な ど の 部 位 で は 発 汗 が 多 く 、 こ
の よ う な 発 汗 に よ っ て も 、 皮 膚 は 白 化 現 象 を 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2000-237295号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 10-179710号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 09-206369号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 水 中 で 使 用 す る こ と 等 に よ り 水 が 浸 透 し て も 、 皮 膚 が 白 化 現 象 を 起 こ
し 難 い 皮 膚 貼 付 材 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。 さ ら に 、 使 用 中 の 接 着 性 な ど も 良 好 で 、
フ ィ ッ ト 性 ・ 通 気 性 が 良 好 で 、 違 和 感 が 少 な い 皮 膚 貼 付 材 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 略 長 方 形 の 皮 膚 貼 付 材 の
長 辺 側 に 対 し て 垂 直 に な る よ う に 、 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 を 設 け る こ と に よ り 、
当 該 部 分 が 排 水 溝 及 び ／ 又 は 通 気 孔 と し て の 役 割 を 果 た し 、 基 材 及 び ／ 又 は パ ッ ド 部 へ の
吸 水 が 抑 制 さ れ 、 皮 膚 が 白 化 現 象 を 起 こ し 難 く な る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 以 下 か ら な る 。
１ ． 伸 縮 性 を 有 す る 基 材 と 粘 着 層 を 含 む 皮 膚 貼 付 材 に お い て 、 基 材 に 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分
が 連 続 す じ 状 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 皮 膚 貼 付 材 。
２ ． 皮 膚 貼 付 材 が 長 辺 と 短 辺 を 有 す る 形 状 か ら な り 、 該 皮 膚 貼 付 材 が 少 な く と も 長 辺 方 向
に 伸 縮 し 、 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 が 該 長 辺 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 設 け ら れ て い る 前 項 １ に
記 載 の 皮 膚 貼 付 材 。
３ ． 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 が 、 0.5～ 1.5mm幅 の 直 線 又 は ウ ェ イ ブ 状 で あ り 、 そ
の ピ ッ チ が 2～ 5mm間 隔 で 設 け ら れ て な る 前 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 。
４ ． 伸 縮 性 を 有 す る 基 材 が 、 長 辺 方 向 の 50％ 伸 張 時 に お け る 伸 張 回 復 率 が 80％ 以 上 で あ り
、 引 張 強 度 が 10N/19mm幅 以 上 で あ る 前 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 。
５ ． 剥 離 紙 に 粘 着 剤 溶 液 を 塗 布 し 、 基 材 を 該 粘 着 剤 溶 液 を 塗 布 し た 剥 離 紙 と 貼 り 合 わ せ 、
櫛 状 刃 を 充 て て 移 動 さ せ 、 基 材 に 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 を 設 け る 工 程 を 含 む 前
項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 に 記 載 の 皮 膚 貼 付 材 の 製 造 方 法 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 、 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 を 有 す る た め 、 当 該 部 分 が 通 気 孔 及 び ／ 又 は
排 水 路 の 役 割 を 果 た し 、 水 が 入 り が た く 比 較 的 出 や す く な る 。 こ れ に よ り 、 皮 膚 の 白 化 現
象 が 抑 制 さ れ 、 創 傷 部 位 を 快 適 に 維 持 し て 治 療 す る こ と が で き る 。 本 発 明 に 用 い ら れ る 皮
膚 貼 付 材 の 基 材 は 、 水 分 を 吸 水 し 難 く か つ 伸 縮 性 を 有 す る の で 、 優 れ た 粘 着 性 を 有 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 、 具 体 的 に は 救 急 絆 創 膏 、 粘 着 ド レ ッ シ ン グ 等 が 挙 げ ら れ る 。 該
皮 膚 貼 付 材 は 、 基 材 と 粘 着 層 が 設 け ら れ て お り 、 さ ら に パ ッ ド 部 を 有 す る も の が 好 適 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 基 材 と 粘 着 層 を 有 し 、 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 長 辺 と 短 辺 を 有 す
る 略 長 方 形 か ら な り 、 救 急 絆 創 膏 、 フ ィ ル ム ド レ ッ シ ン グ と し て 通 常 用 い ら れ て い る 形 状
で あ れ ば 良 く 、 特 に 限 定 さ れ な い 。
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 、 基 材 の 長 辺 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 連 続 し た 粘 着 剤 非 塗 布 部 分
を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 。 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は 、 例 え ば 連 続 し た 直 線 若 し く は ウ ェ イ ブ
状 の 形 状 と す る こ と が で き 、 該 非 塗 布 部 分 の 幅 は 0.5～ 1.5mmで 、 そ の ピ ッ チ は 2～ 5mm間 隔
と す る こ と が で き る 。
　 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は 、 必 要 に 応 じ て パ ッ ド 部 に 相 応 す る 部 分 に の み 設 け て も 良 く 、 皮 膚
貼 付 材 の 全 面 に 設 け て も 良 い 。 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 の 大 き さ は 、 皮 膚 の 白 化 現 象 の 軽 減 化 と
皮 膚 貼 付 材 の 皮 膚 へ の 粘 着 度 と の 関 係 に お い て 適 宜 決 定 す る こ と が で き る 。 皮 膚 へ の 粘 着
度 を 考 慮 す る と 、 パ ッ ド 部 に 相 応 す る 部 分 に の み 設 け る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お け る 基 材 は 、 通 気 性 及 び 伸 縮 性 を 有 し 、 皮 膚 貼 付 材 で 使 用 可 能 な 材 料 で あ れ
ば 良 い 。 こ の よ う な 性 状 を 有 す る 公 知 の 基 材 の 例 と し て 、 合 成 繊 維 よ り メ ル ト ブ ロ ー 法 で
得 ら れ る ポ リ ウ レ タ ン 不 織 布 、 ス パ ン ボ ン ド 法 で 得 ら れ る ポ リ エ ス テ ル 不 織 布 、 ナ イ ロ ン
不 織 布 、 ポ リ エ ス テ ル ・ 綿 混 紡 の 織 布 よ り 得 ら れ る ス パ ン デ ィ ク ス 伸 縮 布 、 並 び に 縦 、 横
方 向 に 伸 縮 性 を 有 す る 伸 縮 性 ポ リ エ ス テ ル 編 布 等 を 挙 げ る こ と が で き る 。 こ れ ら の 不 織 布
の 中 で 超 極 細 フ ィ ラ メ ン ト よ り な る ポ リ ウ レ タ ン 伸 縮 不 織 布 が 好 ま し く 、 平 均 繊 維 径 が 7
～ 16μ mの ポ リ ウ レ タ ン フ ィ ラ メ ン ト よ り な る も の が 強 度 面 で 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ポ リ ウ レ タ ン ゴ ム を コ ア ー 芯 に 合 成 繊 維 若 し く は 綿 と 合 成 繊 維 と の 混 紡 し た 糸 で カ バ ー
リ ン グ し た 糸 を 打 ち 込 ん だ ス パ ン デ ィ ク ス 織 物 、 原 糸 自 体 の 結 晶 構 造 が 伸 び る 方 向 に ジ グ
ザ グ 状 に な っ た 繊 維 を 打 ち 込 ん だ 織 物 、 捲 縮 加 工 さ れ 、 伸 縮 性 能 を も つ ポ リ エ ス テ ル 若 し
く は ナ イ ロ ン 伸 縮 布 、 又 は ポ リ エ ス テ ル 糸 若 し く は ナ イ ロ ン 糸 を 丸 編 機 で 編 み 込 ん だ 全 方
向 伸 縮 編 布 等 の 疎 水 性 の 合 成 繊 維 等 の 伸 縮 す る 素 材 が 、 通 気 性 、 強 度 面 及 び フ ィ ッ ト 性 ・
感 温 比 等 が 良 い の で 、 基 材 と し て 好 適 に 用 い ら れ る 。
　 本 発 明 の 基 材 の 坪 量 は 特 に 限 定 は さ れ な い が 、 50～ 100g/m 2 の 範 囲 内 で あ る こ と が 好 ま
し い 。 該 基 材 の 厚 み は 、 100～ 500μ m程 度 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に お け る 基 材 は 伸 縮 性 を 有 す る の で 、 直 接 基 材 に 粘 着 剤 の 塗 布 部 分 及 び 非 塗 布 部
分 を 設 け る こ と は 困 難 で あ る 。 そ こ で 、 剥 離 紙 の 上 に 粘 着 剤 溶 液 を 塗 布 し 、 上 述 の 基 材 と
該 剥 離 紙 を 貼 り 合 わ せ 、 そ の 上 に 上 述 の ピ ッ チ 幅 、 大 き さ の 櫛 状 刃 を 充 て て 移 動 さ せ る こ
と で 、 櫛 状 刃 の あ た っ た 部 分 に の み 基 材 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ 、 基 材 に 粘 着 剤 の 塗 布 部 分 と
非 塗 布 部 分 を 設 け る こ と が で き る 。
　 直 線 状 の 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は 、 櫛 状 刃 を ほ ぼ 一 定 速 度 で 移 動 さ せ る こ と に
よ り 設 け る こ と が で き 、 ウ ェ イ ブ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は 、 同 様 に 櫛 状 刃 を ほ ぼ 一 定 間 隔
で 振 幅 さ せ な が ら 移 動 さ せ る こ と に よ り 設 け る こ と が で き る 。
　 粘 着 剤 乾 燥 は 、 基 材 と 粘 着 剤 を 絡 ま せ る （ 投 錨 力 を 維 持 さ せ る ） た め 粘 着 剤 が ウ ェ ッ ト
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の 状 態 で 剥 離 紙 を 貼 り 合 わ せ る こ と が で き る 。 基 材 と 粘 着 剤 を 絡 ま せ る 必 要 が な い 場 合 は
、 完 全 に 溶 媒 が 乾 燥 後 に 該 基 材 と 剥 離 紙 を 貼 り 合 わ せ る こ と が で き る 。
　 本 明 細 書 に お い て 、 基 材 に 粘 着 剤 が 塗 布 さ れ た 状 態 の も の を 便 宜 上 粘 着 シ ー ト と い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 に お け る 粘 着 剤 は 、 ア ク リ ル 系 粘 着 剤 、 ゴ ム 系 粘 着 剤 、 シ リ コ ー ン
系 粘 着 剤 を 用 い る こ と が で き 、 刺 激 性 の 少 な い も の が 好 適 で あ る 。 ア ク リ ル 系 粘 着 剤 は 、
例 え ば イ ソ ノ ニ ル ア ク リ レ ー ト 、 ２ エ チ ル ヘ キ シ ル ア ク リ レ ー ト 、 ２ ヒ ド ロ キ シ ア ク リ レ
ー ト 等 の ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 系 モ ノ マ ー の 単 独 又 は 共 重 合 体 あ る い は こ れ ら の モ ノ マ ー と
酢 酸 ビ ニ ル 、 ア ク リ ル 酸 、 メ タ ク リ ル 酸 な ど の モ ノ マ ー と の 共 重 合 体 な ど が 挙 げ ら れ る 。
ゴ ム 系 粘 着 剤 と し て は 例 え ば 合 成 ゴ ム ポ リ イ ソ プ レ ン ゴ ム 、 ス チ レ ン － イ ソ プ レ ン － ス チ
レ ン ブ ロ ッ ク 共 重 合 体 な ど の ゴ ム 基 材 に 粘 着 付 与 剤 、 軟 化 剤 な ど を 配 合 し た 組 成 物 が 挙 げ
ら れ る 。 該 連 続 し た す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 を 得 る 為 に 、 上 記 粘 着 剤 の 溶 液 粘 度 は 30～
80pa/sが 適 し て お り 、 粘 着 剤 の 塗 布 前 形 態 は エ マ ル ジ ョ ン タ イ プ で も 溶 液 タ イ プ で あ っ て
も 所 望 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 の あ る 連 続 す じ 状 の 部 分 を 得 る こ と が で き る 。 た だ し 30pa/s以
下 の 低 粘 度 で は 粘 着 剤 が 流 れ て し ま い 、 ま た 80pa/s以 上 で は 高 粘 度 の 為 、 す じ が 描 け な く
な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 前 記 剥 離 紙 を 剥 が し 、 基 材 に 連 続 す じ 状 に 設 け ら れ た 粘 着 剤 の 非 塗 布 部 分 を 有 す
る 粘 着 シ ー ト に 、 必 要 に 応 じ て パ ッ ド 部 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ ッ ド 部 を 設 け た 粘 着 シ ー ト の 上 に 、 粘 着 面 及 び パ ッ ド 部 を 保 護 す る た め の 剥 離 ラ イ ナ
ー を 貼 り 合 わ せ た の ち 、 皮 膚 貼 付 材 の 長 辺 を 粘 着 シ ー ト の 幅 方 向 に 、 皮 膚 貼 付 材 の 短 辺 を
同 様 に 長 手 方 向 に 一 致 さ せ て 、 例 え ば 図 ４ の 救 急 絆 創 膏 の 形 状 に 打 ち 抜 き 加 工 し 、 救 急 絆
創 膏 を 製 造 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 打 ち 抜 く こ と で 、 皮 膚 貼 付 材 の 長 辺 方 向 に 対 し
て 垂 直 方 向 に 連 続 す じ 状 の 粘 着 非 塗 布 部 分 を 設 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 、 使 用 時 に 剥 離 ラ イ ナ ー を 剥 が し た 後 、 基 材 を 伸 張 さ せ て 皮 膚 に
貼 付 す る 。 救 急 絆 創 膏 を 人 体 に 貼 付 す る 場 合 、 例 え ば 指 の 屈 曲 部 に 巻 き つ け る 等 、 動 き あ
る 部 位 に 貼 ら れ る こ と が 主 で あ り 、 該 伸 縮 す る 皮 膚 貼 付 材 は 張 力 が か か っ た 状 態 で 貼 付 さ
れ る の が 通 常 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に 実 施 例 及 び 比 較 例 を 設 け て 本 発 明 に つ い て よ り 具 体 的 に す る 。 本 発 明 は こ れ ら の
限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 技 術 思 想 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 の 応 用 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ 実 施 例 １ ） 救 急 絆 創 膏
１ ） 材 料
a)基 材 ：
　 平 均 繊 維 径 が 7～ 16μ mの 超 極 細 の ポ リ ウ レ タ ン フ ィ ラ メ ン ト よ り な る ポ リ ウ レ タ ン 繊 維
を 用 い て メ ル ト ブ ロ ー 法 に よ り 調 製 し た 秤 量 が 75g/m 2 の 不 織 布 （ 商 品 名 ： エ ス パ シ オ ー ネ
（ F13X-75/120） ： カ ネ ボ ウ 株 式 会 社 製 ） を 用 い た 。
b)粘 着 剤 ：
　 ジ エ チ ル ヘ キ シ ル ア ク リ レ ー ト ９ ０ 部 及 び ア ク リ ル 酸 １ ０ 部 か ら な る 単 量 体 混 合 物 を 不
活 性 ガ ス 雰 囲 気 下 で 酢 酸 エ チ ル の よ う の 共 重 合 す る こ と に よ り 、 ア ク リ ル 系 粘 着 剤 溶 液 を
得 た 。 こ の と き 粘 着 剤 溶 液 は 53pa/sで あ っ た 。
c)パ ッ ド 部 ：
　 レ ー ヨ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ オ レ フ ィ ン よ り な る 不 織 布 に 非 固 着 性 ポ リ エ チ レ ン ネ ッ
ト を 積 層 し 、 厚 さ が 400μ 、 坪 量 85g/m 2 で 吸 水 性 12g/100cm 2 の パ ッ ド 部 を 用 い た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
２ ） 救 急 絆 創 膏 の 製 造
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　 上 記 粘 着 剤 溶 液 を シ リ コ ー ン 処 理 が 施 さ れ た 剥 離 紙 の 処 理 面 に 乾 燥 後 の 糊 の 厚 さ が 50μ
mに な る よ う に 塗 布 し た 。
　 こ の 粘 着 剤 を 塗 布 し た 剥 離 紙 に 、 上 記 基 材 を 貼 り 合 わ せ た 。 該 貼 り 合 わ せ た 基 材 と 剥 離
紙 の 上 に 、 パ ッ ド 部 の 幅 20mmに 相 応 す る 位 置 に 、 ピ ッ チ が 2mm間 隔 で 、 粘 着 剤 の 未 塗 布 部
分 の 幅 が 1mmの 直 線 状 の す じ が ８ 本 施 さ れ る よ う に 櫛 状 の 刃 を あ て 、 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤
非 塗 布 部 分 を 設 け 、 粘 着 シ ー ト を 得 た （ 図 ２ ） 。
　 次 に 、 該 粘 着 シ ー ト か ら 剥 離 紙 を 剥 が し 、 上 記 で 得 ら れ た 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部
を 設 け た 部 分 に 、 20mm× 13mmの パ ッ ド 部 を 図 ２ の よ う に 積 層 し た 。 そ の 後 、 図 １ の よ う に
剥 離 ラ イ ナ ー を 貼 り 合 わ せ 、 図 ４ の 形 状 に 打 ち 抜 き 加 工 し 、 19mm幅 × 72mm長 さ の 救 急 絆 創
膏 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ 実 施 例 ２ ）
　 a)基 材 と し て ス パ ン デ ィ ク ス 伸 縮 織 物 （ 素 材 ポ リ エ ス テ ル 、 綿 と の 混 紡 ） を 使 用 し 、 b)
粘 着 剤 と し て 天 然 ゴ ム 、 エ チ レ ン ブ タ ジ エ ン ゴ ム 、 テ ル ペ ン 樹 脂 、 液 状 イ ソ プ レ ン 系 で あ
る ト ル エ ン 溶 液 43％ よ り な る 60pa/s粘 度 の 粘 着 剤 を 使 用 し た 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し た 。
　 ピ ッ チ が 4mm間 隔 で 、 連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 が 1mmの 直 線 す じ が ６ 本 施 さ れ る よ
う に し 、 そ の 他 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 図 ４ に 示 す 救 急 絆 創 膏 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
（ 比 較 例 １ ）
　 基 材 に 、 素 材 が ポ リ エ ス テ ル か ら な る ス パ ン レ ー ス 非 伸 縮 不 織 布 （ ソ ン タ ラ #8010　 坪
量 44g/m 2 ： 東 レ 、 デ ュ ポ ン (株 )製 ） を 用 い 、 実 施 例 １ と 同 じ 粘 着 剤 を 全 面 に 塗 布 し 、 図 ４
に 示 す 救 急 絆 創 膏 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
（ 比 較 例 ２ ）
　 粘 着 剤 を 全 面 に 塗 布 し た ほ か は 、 実 施 例 １ と 同 じ 粘 着 剤 と 基 材 を 用 い て 同 様 に 図 ４ に 示
す 救 急 絆 創 膏 を 得 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ 比 較 例 ３ ）
　 粘 着 シ ー ト 全 体 に 実 施 例 １ と 同 様 の 粘 着 剤 の 塗 布 パ タ ー ン 、 即 ち ピ ッ チ が 2mm間 隔 で 、
連 続 す じ 状 の 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 が 1mmの 直 線 す じ で あ る ほ か は 、 実 施 例 １ と 同 じ 粘 着 剤 と
基 材 を 用 い て 同 様 に 図 ４ に 示 す 救 急 絆 創 膏 を 得 た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
（ 実 験 例 １ ） 　 物 性 の 比 較
　 各 実 施 例 及 び 各 比 較 例 に 従 っ て 製 造 し て 得 ら れ た 救 急 絆 創 膏 を 試 料 と し 、 そ の 物 性 試 験
を 次 の よ う に 行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 し た 。
A)厚 さ ： 1/1000mmの 精 度 の 5mm幅 粒 子 径 の ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ 使 用 し た 。
B)粘 着 力 ： JIS20237に 従 い 温 度 23℃ 相 対 湿 度 65％ の 条 件 下 で 測 定 し た 。 た だ し 被 着 体 は ベ
ー ク ラ イ ト 板 状 体 に し 、 各 救 急 絆 創 膏 の 長 辺 方 向 に 測 定 し た 。
C)自 背 面 接 着 力 ： ベ ー ク ラ イ ト 板 状 に 各 実 施 例 及 び 各 比 較 例 の 救 急 絆 創 膏 を 貼 付 け 、 該 背
面 に 各 救 急 絆 創 膏 を 貼 付 け 　 JIS20237に 準 じ て 測 定 し た 。
D)引 張 強 度 及 び 伸 び ： 各 救 急 絆 創 膏 を 長 辺 方 向 に 幅 19mm× 長 さ 150mmに 切 り 取 り 、 100mmの
標 線 を 入 れ た も の を 各 試 料 と し た 。 こ の 試 料 を 引 張 速 度 300mm/minで 引 張 り 、 破 断 時 の 引
っ 張 り 応 力 を 引 張 り 強 度 と し 、 ま た そ の と き の 伸 び 量 の 比 率 を 伸 び と し た 。
F)伸 張 回 復 率 ： 各 救 急 絆 創 膏 を 長 辺 方 向 に 幅 19mm× 長 さ 150mmに 切 り 取 り 、 100mmの 標 線 を
入 れ た も の を 各 試 料 と し た 。 150(a)mmに な る ま で 引 張 っ た 後 、 緩 和 さ せ 、 直 ち に 標 線 の 間
隔 (b)を 測 定 し た 。
伸 張 回 収 率 ＝ 150-b/50× 100(％ )で 表 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ 実 験 例 ２ ） 実 用 貼 付 試 験
　 ボ ラ ン テ ィ ア 被 験 者 ２ ０ 名 に 、 各 実 施 例 及 び 各 比 較 例 の 救 急 絆 創 膏 を 左 右 の 人 差 し 指 と
中 指 及 び 薬 指 の 第 ２ 関 節 部 に ラ ッ プ し て 貼 付 し 、 次 の 評 価 基 準 に 従 い 評 価 し た 。 そ の 結 果
を 表 ２ に 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ 皮 膚 接 着 性 ）
ａ ） テ ー プ 全 体 に 剥 が れ な く 接 触 し て い る
ｂ ） 一 部 に 剥 が れ あ り
ｃ ） 1/3以 上 剥 が れ あ り
ｄ ） 剥 が れ た
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ラ ッ プ 接 着 性 ）
ａ ） ラ ッ プ 部 全 体 に 剥 が れ な し
ｂ ） ラ ッ プ 部 一 部 に 剥 が れ あ り
ｃ ） ラ ッ プ 部 1/3以 上 剥 が れ あ り
ｄ ） ラ ッ プ 部 全 体 が 剥 が れ た
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ パ ッ ド 部 分 で の 皮 膚 の ふ や け （ 白 化 現 象 ） ）
ａ ） ふ や け な し
ｂ ） か す か に ふ や け あ り
ｃ ） 明 ら か に ふ や け あ り
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 １ に 準 じ て 作 成 し た 救 急 絆 創 膏 は 、 表 ２ の 実 用 性 評 価 で 示 す よ う に 吸 収 パ ッ ド で
あ る 当 て 材 部 分 で の 白 化 現 象 が 殆 ど み ら れ な か っ た （ 95％ ） 。 こ れ に 対 し 、 比 較 例 ２ で 作
成 し た も の は 、 接 着 剤 が 全 面 に べ た 塗 り し た ほ か は 実 施 例 １ と 同 様 の 救 急 絆 創 膏 で あ る が
、 実 用 性 評 価 で は 約 50％ 以 上 で 白 化 現 象 が 認 め ら れ た 。 こ れ は 、 パ ッ ド 部 の 接 着 剤 が 全 面
塗 り の た め 、 一 旦 パ ッ ド 部 に 水 が 吸 収 し た 後 、 吸 収 し た 水 の 逃 げ 道 が な く 貯 留 す る こ と に
よ り 皮 膚 へ の 白 化 が 促 進 さ れ た と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 実 施 例 ２ の 救 急 絆 創 膏 は 、 表 ２ の 実 用 貼 付 結 果 の よ う に 当 て 材 部 分 で は や や わ ず
か な 白 化 現 象 が み ら れ る も の の 、 有 効 で あ る と 考 え ら れ た 。 こ れ ら 実 施 例 １ 及 び ２ は 、 い
ず れ も 伸 縮 性 あ る 伸 張 回 復 性 の あ る 合 成 繊 維 か ら な る も の で あ り 、 比 較 例 １ の 非 伸 縮 性 の
ポ リ エ ス テ ル 合 成 繊 維 基 材 は 、 基 材 を 除 い て 実 施 例 と 同 一 構 成 の 救 急 絆 創 膏 基 材 で あ る が
、 パ ッ ド 部 分 で の 約 50％ 以 上 が 白 化 現 象 が 認 め ら れ た 。 こ の こ と か ら 、 基 材 に 伸 縮 性 と 伸
張 回 復 性 が あ る こ と が 、 白 化 現 象 の 軽 減 化 に 有 効 で あ る こ と が 見 出 さ れ た 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 は 、 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 を 有 す る た め 、 当 該 部
分 が 通 気 孔 及 び ／ 又 は 排 水 路 の 役 割 を 果 た し 、 水 が 入 り が た く 比 較 的 出 や す く な る 。 さ ら
に 、 次 の 効 果 を 有 す る た め 、 非 常 に 実 用 的 で あ る 。
１ ． 所 定 の 伸 縮 回 復 率 で あ る た め 、 皮 膚 に し っ か り 粘 着 さ れ 、 使 用 中 に 緩 む こ と な く 固 定
性 能 を 有 し 、 特 に 吸 収 パ ッ ド 部 分 （ 当 て 材 部 分 ） の 皮 膚 の 白 化 現 象 は 著 し く 抑 え ら れ 、 ム
レ に 起 因 す る 皮 膚 刺 激 性 を 抑 制 で き 、 常 に 快 適 な 環 境 を 維 持 で き る 。
２ ． 更 に こ の 皮 膚 貼 付 材 は 、 合 成 繊 維 を 主 と し て い る の で 、 非 侵 水 、 撥 水 性 を 有 し て お り
、 施 部 を 確 実 に 保 護 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 の 断 面 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ， ２ ）
【 図 ２ 】 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 用 粘 着 シ ー ト を 示 す 図 で あ る 。 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は 直 線 状 で
あ る 。 （ 実 施 例 １ ， ２ ）
【 図 ３ 】 本 発 明 の 皮 膚 貼 付 材 用 粘 着 シ ー ト を 示 す 図 で あ る 。 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 は ウ ェ イ ブ
状 で あ る 。
【 図 ４ 】 救 急 絆 創 膏 を 示 す 図 で あ る 。 （ 実 施 例 １ ， ２ 、 比 較 例 １ ～ ３ ）
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
１ 　 基 材
２ 　 粘 着 剤
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３ 　 当 て 材 （ パ ッ ド 部 ）
４ 　 剥 離 ラ イ ナ ー
５ 　 粘 着 剤 非 塗 布 部 分
６ 　 ピ ッ チ 幅 （ 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 と 粘 着 剤 非 塗 布 部 分 の 間 隔 ）

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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